
告

示

名

称

住

所

一
般
社
団
法
人
地

方
税
電
子
化
協
議

会

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一

丁
目
十
一
番
三
十
二
号

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

関
税
暫
定
措
置
法
別

表
第
一
の
六
の
項
名

輸

入

数

量

一

〇
・
八
ト
ン

二

〇
ト
ン

三

四
ト
ン

四

一
九
、
八
九
三
ト
ン

五

九
八
二
ト
ン

六

五
ト
ン

七

一
五
ト
ン

八

一
ト
ン

九

二
七
、
二
四
九
ト
ン

一
〇

四
、
三
九
四
ト
ン

一
一

一
、
七
七
五
ト
ン

一
二

四
八
、
六
二
五
ト
ン

一
三
四
、
〇
一
一
、
二
三
九
ト
ン

一
四

八
二
四
、
二
一
二
ト
ン

一
四
の
二

三
五
一
、
五
七
五
ト
ン

一
五

三
〇
〇
ト
ン

一
六

六
、
七
四
七
ト
ン

一
七

八
三
、
八
八
七
ト
ン

一
八

一
〇
、
〇
六
九
ト
ン

一
九

八
四
二
ト
ン

二
〇

五
一
四
ト
ン

二
一

一
六
、
二
四
〇
ト
ン

二
二

四
五
六
ト
ン

二
三

三
、
〇
九
八
ト
ン

平成™œ年˜™月™�日 金曜日 第�™—˜号官 報

第
三
十
五
条
第
二
項
及
び
第
七
十
七
条
第
三
号
中
「
及

び
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
東
南
海
・
南
海
地
震

防
災
対
策
推
進
計
画
」
を
「
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る

地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に

よ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
の
策
定
及
び

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防

災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
計

画
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

二

一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー

イ

変
更
後
の
認
定
を
行
う
消
防
用
設
備
等
又
は
こ
れ

ら
の
部
分
で
あ
る
機
械
器
具

Ë

屋
内
消
火
栓
及
び
連
結
送
水
管
の
放
水
口

ô

合
成
樹
脂
製
の
管
及
び
管
継
手

ã

ポ
ン
プ
を
用
い
る
加
圧
送
水
装
置

ß

加
圧
送
水
装
置
の
制
御
盤

ç

総
合
操
作
盤

æ

噴
射
ヘ
ッ
ド

Ý

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火

設
備
及
び
粉
末
消
火
設
備
（
以
下
「
不
活
性
ガ
ス

消
火
設
備
等
」
と
い
う
。）の
音
響
警
報
装
置

Ú

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
等
の
容
器
弁
及
び
安
全

装
置
並
び
に
破
壊
板

ñ

放
出
弁

à

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
等
の
選
択
弁

ò

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
及
び
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消

火
設
備
の
制
御
盤

ù

移
動
式
の
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
等
の
ホ
ー

ス
、
ノ
ズ
ル
、
ノ
ズ
ル
開
閉
弁
及
び
ホ
ー
ス
リ
ー

ル
õ

定
圧
作
動
装
置

Ï

火
災
通
報
装
置

ï

避
難
は
し
ご

Ù

す
べ
り
台

ó

避
難
ロ
ー
プ

Ø

救
助
袋

Û

開
放
型
散
水
ヘ
ッ
ド

á

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
消
火
設
備

Þ

中
輝
度
蓄
光
式
誘
導
標
識
及
び
高
輝
度
蓄
光
式

誘
導
標
識

ð

金
属
製
管
継
手
及
び
バ
ル
ブ
類

÷

圧
力
水
槽
方
式
の
加
圧
送
水
装
置

ロ

変
更
の
日

平
成
二
十
五
年
九
月
十
七
日

〇
環
境
省
令
第
二
十
五
号

環
境
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
及
び

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

環
境
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

地
下
水
・
地
盤
環
境
室
長
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職

を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
八
十
八
号

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二

十
三
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平

成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
読
替
え
後
の
同
令
第
四
条
第
一
項
の
法
人

を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
八
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
五
七
二

二
五
、
一
二
、

六

相
田

五
郎

四
五
七
三

二
五
、
一
二
、

六

飯
塚

貴
穂

四
五
七
四

二
五
、
一
二
、

六

横
山

等

四
五
七
五

二
五
、
一
二
、

六

望
月

佳
子

四
五
七
六

二
五
、
一
二
、

六

山
宅

孝
道

四
五
七
七

二
五
、
一
二
、

六

相
川

高
志

四
五
七
八

二
五
、
一
二
、

六

福
元

俊
介

四
五
七
九

二
五
、
一
二
、

六

黒
’

辰
夫

四
五
八
〇

二
五
、
一
二
、

六

嚴

斗
一

〇
消
防
庁
告
示
第
二
十
二
号

消
防
法
施
行
規
則（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
一

条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
第
三
十
一
条
の

四
第
二
項
に
規
定
す
る
登
録
認
定
機
関
と
し
て
登
録
し
た

日
本
消
防
検
定
協
会
か
ら
代
表
者
氏
名
及
び
認
定
を
行
お

う
と
す
る
消
防
用
設
備
等
又
は
こ
れ
ら
の
部
分
で
あ
る
機

械
器
具
の
変
更
の
届
出
並
び
に
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防

設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
か
ら
認
定
を
行
お
う
と
す
る
消
防
用

設
備
等
又
は
こ
れ
ら
の
部
分
で
あ
る
機
械
器
具
の
変
更
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
一
条
の
四
第
二
十
二
項
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

消
防
庁
長
官

大
石

利
雄

一

日
本
消
防
検
定
協
会

イ

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

坂
井

秀
司

ロ

変
更
後
の
認
定
を
行
う
消
防
用
設
備
等
又
は
こ
れ

ら
の
部
分
で
あ
る
機
械
器
具

Ë

自
動
火
災
報
知
設
備
の
地
区
音
響
装
置

ô

非
常
警
報
設
備
の
非
常
ベ
ル
及
び
自
動
式
サ
イ

レ
ン

ã

非
常
警
報
設
備
の
放
送
設
備

ß

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備

ç

総
合
操
作
盤

æ

放
水
型
ヘ
ッ
ド
等
を
用
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

Ý

屋
内
消
火
栓
設
備
等
（
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
泡
消
火
設
備
、
屋
外
消
火

栓
設
備
及
び
連
結
送
水
管
）
の
簡
易
操
作
型
放
水

用
設
備
、
消
火
栓
弁
、
ノ
ズ
ル
及
び
消
防
用
ホ
ー

ス
と
結
合
金
具
の
装
着
部

ハ

変
更
の
日

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
九
十
八
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
別
表
第
一

の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入
数
量

を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う

に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
の
平
成
二
十
五
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入
数
量

を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
別
表
第
一
の
六
の
項
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。
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